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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 
細胞培養・検査キットの開発に向けた水和構造制御表面処理技術の

創製 

研 究 責 任 者 ： 田中 賢（九州大学） 

 

２．研究開発の目的 

これまで水和した生体親和性合成高分子に共通して中間水と定義できる水和状態が存在することを

見出し、生体機能材料の設計に応用している。本研究開発では、この中間水コンセプトにより見出した

新規双性イオン性およびノニオン性の合成高分子を用いた水和構造制御表面処理技術を確立し、細

胞培養基材、三次元細胞培養基材の開発を行うことを目的とした。具体的には、がん細胞、正常細

胞、幹細胞を培養し、安全に二次元および三次元増殖が可能な培養基材の開発を行い、細胞培養お

よび薬剤スクリーニング用の研究開発用キットとして実用化を目指し研究を行った。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

中間水量を制御した生体親和性に優れる双性イオン性およびノニオン性の高分子を複数新規に合

成した。目標のひとつとしていたポリジメチルシロキサン（PDMS）やポリスチレンなどの基材表面を生

体親和性高分子で安定に処理できる技術を確立することができた。今回開発した表面において、がん

細胞、正常細胞、幹細胞を培養し、材料－細胞間、細胞－細胞間の相互作用力の制御により、三次元

的に増殖培養することができる培養基材とそれらを組み合わせたキット化に有望な材料作製に成功し

た。開発した新規高分子材料や表面処理技術は、様々な分野に活用できる表面処理法として応用性、

汎用性の高い技術であることを明らかにすることできた。 

 

3-2. 今後の展開  

創薬分野において大量の動物を用いて開発研究を行うことは、倫理・社会的、経済的に改善すべき

課題がある。合成高分子の水和状態制御に基づく細胞接着選択性原理を用いた細胞培養基材・細胞

検査キットは、動物実験の代替となる三次元細胞組織体を簡便、安価に大量生産できると期待でき

る。細胞培養基材・細胞検査キットの他にも将来的には水処理膜や防汚表面処理、医療機器表面処

理等への応用が考えられ、広範な分野において社会貢献が期待できる。 


